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「今日から一年生！」
　村内各小中学校で４月７日、入学式が行われま
した。
　大河原小学校では、８人の子どもたちが元気
いっぱいに入学。
　みんな今日から一年生。これから始まる小学校
生活に、子どもたちは笑顔をこぼしていました。



歳 入

村税
9億3,237万6千円

(26.2％)

村民税（個人）
31％

2億8,925万7千円

5億1,318万4千円

3,512万5千円

軽自動車税　　　
2,179万7千円

入湯税　　
   29万9千円

7,271万4千円

固定資産税
55％

2.4％

村民税（法人）
7.8％

たばこ税
3.8％

地方交付税
13億4,000万円
(37.6％)

地方譲与税　1億520万円(3％)

諸収入　5,590万円(1.6％)
村債　　1億8,000万円(5.1％) その他　1億4,918万8千円(4.1％)

地方消費税交付金
　4,500万円(1.3％)

自動車取得税交付金
　2,200万円(0.6％)

国庫支出金
　2億5,068万5千円(7％)
国庫支出金
　2億5,068万5千円(7％)

県支出金
　2億4,799万円(7％)
県支出金
　2億4,799万円(7％)

繰入金
　2億266万1千円(5.7％)
繰入金
　2億266万1千円(5.7％)

繰越金
　3,000万円(0.8％)
繰越金
　3,000万円(0.8％)

村税の内訳

歳
入
の
概
要

歳　 入

用 語

解 説
の
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35億6,100万円

豊 か で
住みよい

自主財源 　村が独自に確保でき
るお金。村税や施設使用料など。
依存財源 　国や県の判断により
割り当てられるお金。地方交付
税のほか、村債も依存財源にあ
たる。
村税　皆さんからの税金で賄わ
れるお金。昭和村では、村民税、
固定資産税、たばこ税、軽自動
車税等が村税になる。
地方交付税 　地方公共団体が行
う業務を、すべての市町村が同

じように行えるために、ある一
定の基準で国が市町村に支給す
るお金。
地方譲与税 　国税として徴収し
たものを、市町村に対して譲与
するお金。
地方消費税交付金 　５％の消
費税のうちの１％分が地方消費
税交付金。人口及び従業者数で
あん分して交付される。
自動車取得税交付金 　自動車
取得税の一部を財源として、村

道の長さや面積に応じて、県が
村へ交付するお金。
県支出金　県から市町村へ、特定
の事業に対して支給されるお金。
国庫支出金　国から市町村へ、
特定の事業に対して支給される
お金。
繰入金　他会計や基金などから
繰り入れたお金。
村債　事業を行うために村が借
りるお金。

平成23年度の当初予算が、３月議会で可決されました。一般会計は35億6,100万円で、前年度当初予算に比べ、
2.4％の増額。特別会計は21億5,100万円です。合計では前年度に比べ0.1％の増額となりました。

このページでは、平成23年度当初予算のおもな内容についてお知らせします。

美しい村づくりを目指して
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付
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４
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％
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。



歳 出

衛生費　2億2,893万5千円(6.4％)

総務費
6億3,349万9千円
(17.8％)

民生費
9億5,848万4千円

(26.9％)
農林水産業費
7億745万4千円
(19.9％)

土木費
1億4,156万5千円
(4％)

消防費
1億6,973万7千円
(4.8％)

消防費
1億6,973万7千円
(4.8％)

教育費
3億2,183万2千円(9％)
教育費
3億2,183万2千円(9％)

公債費
2億8,913万9千円(8.1％)
公債費
2億8,913万9千円(8.1％)

その他　3,297万5千円(0.9％)その他　3,297万5千円(0.9％)
議会費　7,738万円(2.2％)議会費　7,738万円(2.2％)

村債務残高（見込）
（単位：百万円）

区　分
平成22
年度末

平成23
年度末

一 般 会 計 2,472 2,406

簡 易 水 道
事 業 会 計

439 420

農業集落排
水事業会計

2,883 2,756

債務負担行為 　881 661

合 計 6,675 6,243

※利子は含みません（債務負担行為は除く）
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４
９
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９
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平成23年度
当初予算

歳
出
の
概
要

35億6,100万円

議会費　村議会の運営の経費や
議員報酬など。
総務費　おもに人件費や事務費、
広報しょうわの発行、選挙などの
お金。
民生費　社会福祉や児童福祉（保
育園の管理・運営など）、老人福祉
の経費。
衛生費　病気予防の各種健診や母
子保健事業の経費。毎日家庭から
出るごみ処理のための経費など。
農林水産業費　農林業の振興や
土地改良事業の経費。

土木費　村道・橋梁の整備や砂
防工事、除雪などの費用。
消防費　消防・防災施設整備の
経費（消防団の運営、消防詰所の
整備など）。
教育費　学校教育（小中学校の管
理費）や社会教育（講演会や各種体
育大会などの開催）、給食センター
の経費など。
公債費　過去に事業をするため
に借り入れた村債の元金・利子の
返済金。
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一般
会計

こんな事業を行います

一般会計35億6,100万円の使いみち

　保育園に入園している園児の
保護者に対して、保育料の20％
を支援します。

事業費

１,２５０万円

子育て支援事業
　野菜生産の担い手育成、大規
模野菜経営体支援（パイプハウス
リース事業、パイプハウス・防
風ネット補助事業等）の推進等に
よる生産基盤の強化を行います。

事業費

２,６９８万９千円

「野菜王国・群馬」強化対策事業

　現在の旬菜館周辺を整備し、
道の駅とします。

事業費

６,１２０万９千円

道の駅整備事業

　関屋工業団地に進出した企業
に対して、奨励金を交付します。

事業費　　

１億８１６万８千円

企業誘致事業 道路新設改良事業景観基本計画策定事業
　永井桜線などの整備を行いま
す。

事業費　　

６,３５０万３千円

　村の美しい景観を守るための
景観基本計画を策定します。

事業費　　

２１０万９千円



村民一人当たりに使われるお金

平成23年度当初予算

農業集落排水事業
　貝野瀬生越、糸井三ツ
谷、昭和南、永井入原地区
の下水処理施設の管理と、
戸別浄化槽の設置及び管
理を行う会計です。

予算
 ３億１,１００万円
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特別会計についてお知らせします 特別
会計

国 民 健 康 保 険
　農業、自営業、退職し
た人などの医療給付費と、
後期高齢者支援金と、農業、
自営業など40～64歳の
人の介護給付費を負担す
る会計です。
予算
 １０億６,１５８万２千円

後 期 高 齢 者 医 療
　75歳以上（65歳から74歳
までの方で法令で定める程度
の障害の状態にあると広域連
合に申請し認定された）の方
の、医療を負担する会計です。

予算
 ６,９２６万５千円

介 護 保 険
　介護を必要とする人の
介護サービスや、介護予
防サービスを提供する会
計です。

予算
 ６億２３６万３千円

年間： 463,370円

人口： 7,685人

 （H23.4.1 現在）

土木費

 18,421円

消防費

 22,087円

総務費

 82,433円

教育費

 41,878円

民生費

 124,721円

公債費

 37,624円

衛生費

 29,790円

その他

 14,360円

農林水産業費

 92,056円

簡 易 水 道 事 業
　安全な上水を確保、供給す
る会計です。
　老朽管の更新や、水源浄水
施設と配水施設の維持管理
を行い安定供給をします。

予算
 １億６７８万８千円



消
防
団

交
通
指
導
員

6

              

平
成
23
年
度
ス
タ
ー
ト

新
役
員
さ
ん

を

 
紹
介
し
ま
す

　

い
よ
い
よ
平
成
23
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
新
し
い
区
長

さ
ん
や
消
防
団
・
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
、
役
場
職
員
・
教
職
員
の
人
事
異
動
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

区

長

□
永　

井　
　

藤　

井　

富　

夫

□
入　

原　
　

堤　
　
　

元　

晴

□
川　

額　
　

唐　

澤　

博　

昭

□
鎌　

沢　
　

前　

原　

伸　

夫

□
上　

組　
　

廣　

田　

憲　

治

□
中　

組　
　

青　

木　

憲
一
郎

□
下　

宿　
　

保　

坂　

昇　

一

□
入　

沢　
　

飯　

塚　

武　

雄

□
三
ツ
谷　
　

瀬　

下　

邦　

久

□
北　

部　
　

鈴　

木　

和　

利

□
南　

部　
　

新　

木　

一　

雄

□
吹　

張　
　

今　

井　

廣　

幸

□　

宿　
　
　

加　

藤　

寛　

司

□
中　

宿　
　

小　

林　

秀　

雄

□
中
内
出　
　

宇
田
川　
　
　

実

□
常　

木　
　

加　

藤　
　
　

剛

□
滝　

寺　
　

鈴　

木　

和　

夫

□
南
内
出　
　

小　

野　

順　

市

□
上
内
出　
　

石　

井　

俊　

夫

□
田　

岸　
　

奈　

良　

道　

夫

□
大　

堀　
　

吉　

野　

眞
喜
男

□
滝
久
保　
　

林　
　
　

誠
一
郎

□
池　

原　
　

宮　

内　

辰　

男

□
生　

越　
　

桒　

原　
　
　

昇

□
中
野
下　
　

松　

井　

日
出
男

□
中
野
上　
　

中　

村　

嘉　

重

□
長
者
久
保　
　

松　

井　
　
　

猛

□
大
河
原　
　

治　

田　

貞　

賢

□
追　

分　
　

飯　

塚　

好　

見

□
赤　

谷　
　

松　

崎　

和　

義

□　
　
　
　
　

諸　

田　
　
　

清

□　
　
　
　
　

廣　

田　

一　

一

□　
　
　
　
　

小　

島　

正　

寛

□　
　
　
　
　

金　

井　

信　

治

区
長
会
正
副
会
長

決
ま
る

　

区
長
会
議
が
４
月
４
日
に

行
わ
れ
、
区
長
会
長
に
大
河

原
区
長
の
治
田
貞
賢
さ
ん
が
、

副
会
長
に
南
部
区
長
の
新
木
一

雄
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

副会長

新木  一雄さん
会　長

治田  貞賢さん

団　　長

竹吉　弘行さん

団　
　
　

長　

竹　

吉　

弘　

行

副　

団　

長　

竹
之
内　

信　

一

　
　

〃　
　
　

保　

坂　

秀　

登

ラ
ッ
パ
長　

青　

木　

雅　

之

第
１
分
団
長　

諸　

田　
　
　

勝

第
２
分
団
長　

新　

木　

正　

光

第
３
分
団
長　

倉　

澤　

智　

明

第
４
分
団
長　

青　

木　

将　

志

第
５
分
団
長　

諸　

田　
　
　

勉

第
６
分
団
長　

鈴　

木　

繁　

行

第
７
分
団
長　

藤　

井　

朋　

和

第
８
分
団
長　

根　

岸　

幸　

弘

第
９
分
団
長　

星　

野　

好　

行

第
10
分
団
長　

林　
　
　

隆　

弘

隊　
　
　

長　

新　

木　

篤　

志

副　

隊　

長　

竹　

内　

貞　

衛

班　
　
　

長　

横　

坂　

雅　

信

　
　

〃　
　
　

諸　

田　
　
　

顕

隊　
　
　

員　

加　

藤　

拓　

也

　
　

〃　
　
　

阿　

部　

伸　

明

　
　

〃　
　
　

青　

木　

敏　

二

　
　

〃　
　
　

佐　

藤　

伸　

雄

　
　

〃　
　
　

加　

藤　

浩　

幸

　
　

〃　
　
　

加　

藤　
　
　

仁

　
　

〃　
　
　

川　

田　

寿
美
江

　
　

〃　
　
　

青　

木　

み
ず
き

隊　　長

新木　篤志さん

赤
城
原
第

一

赤
城
原
第

二

松
之
木
平

第

一

松
之
木
平

第

一
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議
会
事
務
局

▼
局
長　

角
田
正
良（
総
務
課　

昇

任
）総　

務　

課

▼
参
事　

関
上
隆
宏（
建
設
課
）、

▼
主
任（
課
付
群
馬
県
派
遣
）　

金

子
徹（
税
務
課
）、
▼
主
任（
課
付
介

護
審
査
事
務
所
派
遣
）　

綿
貫
敦

支（
建
設
課
）

企　

画　

課

▼
地
域
振
興
係
長　

堤
美
徳（
保

健
福
祉
課
）、
▼
主
任　

梶
山
友

則（
産
業
課
）

税　

務　

課

▼
主
査　

小
野
一
志（
産
業
課
）、

▼
主
任　

関
上
亮
介（
昇
任
）、
▼
主

事　

石
井
太
作（
横
浜
市
派
遣
）

出　

納　

室

▼
主
任　

小
林
弘
美（
保
健
福
祉

課
）保

健
福
祉
課

▼
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長　

川
端

宏
行（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）、
▼

主
査　

小
林
勉（
税
務
課
）、
▼
主

任（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

根
岸

ま
さ
み（
出
納
室
）、
▼
主
任　

山

本
美
加（
昇
任
）、
▼
主
事　

中
島

菜
月（
昇
任
）、
▼
主
事
補　

石
井

宏
幸（
新
採
用
）

産　

業　

課

▼
産
業
課
課
長
補
佐　

綿
貫
百
合

子（
産
業
振
興
係
長
）、
▼
産
業
振

興
係
長　

島
田
宏
充（
企
画
課
）、

▼
主
任　

倉
澤
義
満（
保
健
福
祉

課
）、

建　

設　

課

 

▼
課
長
補
佐
兼
上
下
水
道
係
長　

澤
浦　

正（
建
設
課
課
長
補
佐
）、

▼
課
長
補
佐　

高
橋
昭
仁（
上
下

水
道
係
）、▼
主
査　

角
田
泰
弘（
教

育
委
員
会
事
務
局
）、
▼
主
事　

倉
沢
圭
亮（
介
護
審
査
事
務
所
派

遣
）教

育
委
員
会

▼
主
事
補　

福
田
勲（
新
採
用
）、

第
一
保
育
園

 

▼
保
育
士　

芦
田
美
樹（
第
二
保

育
園
）

第
二
保
育
園

 

▼
主
任
保
育
士　

湯
澤
泰
子（
第
一

保
育
園
）

退

職

者

▼
課
長　

角
田
康
夫（
議
会
事
務

局
）、
▼
主
任
技
手　

重
田
廣（
総

務
課
）、
▼
公
仕　

横
坂
麻
司（
大

河
原
小
学
校
）

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ンを

紹
介

保健福祉課

石井　宏幸
教育委員会事務局

福田　勲

新
採
用
で
す
!!

　

み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

昭
和
駐
在
所

沼田警察署

毛利　正巡査長

　教職員人事異動 敬称略
（　）内は前任校

転　入

□東　　小

校　　長　笛田　敏行（渋川上白井小）
教　　諭　平井　　歩（地 公 臨）

□南　　小

教　　頭　内堀　洋文（前橋朝倉小）
教　　諭　細矢美佐子（池 田 小）
教　　諭　髙橋富士夫（古馬牧小）
教　　諭　青木三重子（多 那 小）
教　　諭　森下　由佳（新 採 用）
教　　諭　河合由美子（地 公 臨）
　　　　　根岸　仁美（利根東小）

□大河原小

教　　諭　宇敷美智代（沼田北小）
教　　諭　阿部　政志（桃 野 小）
教　　諭　茂木　和恵（藤 原 小）
教　　諭　池口　耕平（地 公 臨）
養護教諭　松井　亮子（川 場 中）

□昭和中学校

校　　長　堤　　義樹（片品南小）
教　　諭　髙井　雪絵（月夜野中）
教　　諭　野崎　洋人（川 場 中）

転　出

桃 野 小　増田美都代（東　　小）
片品南小　松井　純子（　 〃 　）
中之条中　小渕　　繁（南　　小）
桃 野 小　亀田　良一（　 〃 　）
片品北小　中島　正裕（大河原小）
沼田北小　上原　純子（　 〃 　）
沼田西中　深代　恵子（　 〃 　）
沼 田 中　七五三木宏（昭 和 中）
沼 田 中　宮田　好子（　 〃 　）
群馬南中　甲田　智則（　 〃 　）

転　補

東　　小　峯川美智子（大河原小）
　　　　

退　職

校　　長　木村　好正（東　　小）
教　　諭　植木　　毅（　 〃 　）
教　　諭　茂木さち子（南　　小）
　　　　　松本ふさ江（　 〃 　）
校　　長　加藤　三男（昭 和 中）

役
場
職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）

　

毛
利
正
巡
査
長
が
３
月
15

日
、昭
和
駐
在
所
に
赴
任
さ

れ
ま
し
た
。

主 幹 栄 養
専 門 員

主 幹 栄 養
専 門 員
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フォトコンテスト結果発表
　
「
や
さ
い
王
国
昭
和
村
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
委
員
会
が
３

月
２
日
、
役
場
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
外
か
ら
１
月
31
日
ま
で
作
品
募
集
を
行
い
、
応
募
総
数
は
一

般
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
両
部
門
あ
わ
せ
て
687
点
。
そ
の
中
か
ら
、
入
賞
作

品
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

秀
樹（
昭
和
村
）　

▼
キ
ヤ
ノ
ン
電

子
株
式
会
社
賞　

林
孝
志（
昭
和

村
）　

▼
味
の
素
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ

株
式
会
社
賞　

高
橋
光
夫（
昭
和

村
）、
石
井
真
由
美（
昭
和
村
）、
金

井
洋
子（
昭
和
村
）、
前
原
佳
枝（
み

ど
り
市
）、
篠
原
朝
夫（
渋
川
市
）　

▼
藤
森
工
業
株
式
会
社
賞　

真
下

伸
夫（
昭
和
村
）、
横
田
三
郎（
高
崎

市
）、
横
坂
先
夫（
昭
和
村
）　

▼
佐

藤
運
送
株
式
会
社
賞　

綿
貫
勝（
昭

和
村
）、
嶋
田
文
六（
前
橋
市
）、
工

藤
則
正（
富
岡
市
）　

▼
株
式
会
社

日
立
金
属
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

賞　

山
田
隆
義（
昭
和
村
）　

▼
株

式
会
社
ワ
ー
ナ
テ
ッ
ク
賞　

酒
井

弘
二（
前
橋
市
）　

▼
Ｊ
Ａ
利
根
沼

田
農
業
協
同
組
合
賞　

多
胡
順
子

（
前
橋
市
）　

▼
久
呂
保
郵
便
局
賞

　

小
坂
明（
前
橋
市
）　

▼
昭
和
村

農
産
物
直
売
所
「
旬
菜
館
」
賞　

戸
田
隆
子（
高
崎
市
）　

▼
昭
和
村

さ
く
ら
工
房
賞　

峰
川
文
一（
沼
田

市
）　

▼
沼
田
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式

会
社
賞　

湯
沢
久
雄（
前
橋
市
）　

▼
群
馬
県
写
真
材
料
商
組
合
賞　

阪
本
和
夫（
太
田
市
）、
林
親
男（
み

な
か
み
町
）、
七
五
三
木
史
織（
沼

田
市
）　

▼
株
式
会
社
フ
ジ
カ
ラ
ー

プ
ロ
フ
ォ
ト
セ
ン
タ
ー
賞　

河
内

正
則（
前
橋
市
）、
石
井
一
江（
昭
和

村
）、
池
田
昭
子（
前
橋
市
）、
吉
田

勉（
太
田
市
）、
諸
星
孝（
前
橋
市
）

そ
の
他
の
特
別
賞
は
次
の
と
お
り 

 

（
敬
称
略
）

▼
㈶
群
馬
県
観
光
国
際
協
会
賞　

星
野
敏
行（
川
場
村
）　

▼
横
浜
市

教
育
委
員
会
賞　

竹
吉
祥
治（
昭
和

村
）　

▼
㈶
横
浜
市
体
育
協
会
賞　

花
茂
喜
右（
沼
田
市
）　

▼
群
馬
テ

レ
ビ
株
式
会
社
賞　

岡
田
政
行（
昭

和
村
）　

▼
上
毛
新
聞
社
賞　

根
岸

一
般
の
部
門
入
賞
作
品
を
紹
介

一
般
の
部
門
入
賞
作
品
を
紹
介 

（
敬
称
略
）

「これがいい！」

♣
村
議
会
議
長
賞

 

今
井　

健
雄（
横
浜
市
）

♣教育委員会教育長賞
 池田　輝尚（前橋市）

「
晩
秋
」

♣赤城高原農業観光協会長賞
 岸　美喜雄（前橋市）

「
楽
し
い
も
ち
つ
き
」

♣商工会長賞
 三枝　伊三郎（前橋市）

「
高
原
の
朝
」

♣群馬県知事賞
 星野　晃彦（前橋市）

「
雪
化
粧
の
片
品
川
」

「
大
地
に
生
き
る
」

♣
農
業
委
員
会
長
賞

　

小
室　

英
子（
み
な
か
み
町
）

♣村づくり協力委員会長賞
 金井　信治（昭和村）

「
明
日
は
好
天
」

♣
昭
和
村
長
賞　

後
藤　

金
松（
昭
和
村
）

「美しい野菜畑」

グ
ラ
ン
プ
リ

グ
ラ
ン
プ
リ

準グランプリ準グランプリ

特　

選

特　

選

特特  

別別  

賞賞
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「やさい王国昭和村」

式
会
社
日
立
金
属
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
賞　

鈴
木
佳
奈
実（
昭
和
中
）

▼
株
式
会
社
ワ
ー
ナ
テ
ッ
ク
賞　

高
橋
諒
成（
大
河
原
小
）　

▼
Ｊ
Ａ

利
根
沼
田
農
業
協
同
組
合
賞　

吉

澤
実
紗
希（
昭
和
中
）　

▼
久
呂
保

郵
便
局
賞　

阿
部
野
々
佳（
南
小
）

▼
昭
和
村
農
産
物
直
売
所
「
旬
菜

館
」
賞　

平
野
直
樹（
昭
和
中
）　

▼
昭
和
村
さ
く
ら
工
房
賞　

南
沢

栞（
昭
和
中
）　

▼
沼
田
エ
フ
エ
ム
放

送
株
式
会
社
賞　

奥
崎
晃
聖（
大
河

原
小
）　

▼
群
馬
県
写
真
材
料
商
組

合
賞　

大
森
萌
未（
昭
和
中
）、
津

久
井
華
穂（
東
小
）　

▼
株
式
会
社

フ
ジ
カ
ラ
ー
プ
ロ
フ
ォ
ト
セ
ン

タ
ー
賞　

阿
部
竣
輔（
昭
和
中
）、

木
檜
茉
依（
昭
和
中
）、
石
井
柊
也

（
大
河
原
小
）、
石
井
千
晶（
東
小
）

そ
の
他
の
特
別
賞
は
次
の
と
お
り 

 

（
敬
称
略
）

▼
㈶
群
馬
県
観
光
国
際
協
会
賞　

佐
藤
美
花（
南
小
）　

▼
横
浜
市
教

育
委
員
会
賞　

松
井
彩
乃（
大
河
原

小
）　

▼
㈶
横
浜
市
体
育
協
会
賞　

後
藤
千
聖（
大
河
原
小
）　

▼
群
馬

テ
レ
ビ
株
式
会
社
賞　

土
澤
蒼
生

（
大
河
原
小
）　

▼
上
毛
新
聞
社

賞　

松
井
拓
馬（
大
河
原
小
）　

▼
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式
会
社
賞　

保
坂
ま
ゆ（
大
河
原
小
）　

▼
味
の

素
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ
株
式
会
社

賞　

吉
野
智
明（
大
河
原
小
）、
渡

辺
亜
美（
東
小
）、
桒
原
拓
真（
大
河

原
小
）、
星
野
昌
子（
昭
和
中
）、
木

村
康
介（
昭
和
中
）　

▼
藤
森
工
業

株
式
会
社
賞　

今
井
一
那（
昭
和

中
）、
後
藤
圭
登（
南
小
）　

▼
佐
藤

運
送
株
式
会
社
賞　

堤
悠
希
乃（
南

小
）、
木
村
侑
加（
昭
和
中
）　

▼
株

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
門

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
門

　
　
　

入
賞
作
品
を
紹
介

　
　
　

入
賞
作
品
を
紹
介 

（
敬
称
略
）

♣村議会議長賞
 加藤　明純（東小）

「
楽
し
い
運
動
公
園
」

♣教育委員会教育長賞
 阿部　健世（大河原小）

「
朝
ど
り
レ
タ
ス
の
風
景
」 ♣農業委員会長賞

 林　和弥（大河原小）

「
コ
ス
モ
ス
と
レ
タ
ス
畑
」

♣村づくり協力委員会長賞
 根岸　明人（大河原小）

「
レ
タ
ス
畑
の
植
え
始
め
と
武
尊
山
」

♣赤城高原農業観光協会長賞
 加藤　亮太（昭和中）

「
昭
和
村
」

♣商工会長賞
 後藤　美咲（大河原小）

「
子
牛
の
お
う
ち
と
き
れ
い
な
け
し
き
」

♣群馬県知事賞
 吉澤　菜夏（東小）

「
自
然
に
恵
ま
れ
た
大
地
」

♣
昭
和
村
長
賞

 

水
出　

陸（
東
小
）

「
き
れ
い
な
川
」

審査発表をする加藤村長

特特  

別別  

賞賞

グ
ラ
ン
プ
リ

グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

特　

選

特　

選
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◎ 問 い 合 わ せ ◎

農業委員会事務局

（役場　産業課内）

TEL　24－5111

農
業
委
員
会だ

よ
り

農
業
委
員
会だ

よ
り

　

農
業
委
員
会
主
催
に
よ
り
、
３
月
28
日
に
家
族
経
営
協
定
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
は
、
家
事
や
農
業
経
営
の
分
担
、
就
労
条
件
等
を

家
族
間
で
話
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
で
、
各
自
が
や
り
が
い
を
持
っ

て
農
業
に
取
り
組
め
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
、
農
業
委
員

会
で
は
平
成
12
年
か
ら
締
結
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

役
場
会
議
室
で
多
く
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
協
定
書
に
家
族
そ
れ

ぞ
れ
と
立
会
人
が
署
名
押
印
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
た
に

４
組
の
家
族
が
協
定
を
結
び
、
129
組
の
家
族
経
営
協
定
家
族
が
誕
生

し
ま
し
た
。
ま
た
、
後
継
者
の
就
農
や
生
活
形
態
の
変
化
に
よ
り
内

容
の
見
直
し
を
行
い
、
４
組
の
家
族
が
再
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

調印式であいさつする藤井貞充会長

萩原安夫さん家族

長谷川洋樹さん家族

綿貫利彦さん家族

８
組
の
家
族
が
協
定
書
に
調
印

８
組
の
家
族
が
協
定
書
に
調
印

家
族
経
営
協
定
の
一
番
の
効
果

は
、「
家
族
間
の
グ
チ
の
言
い
合
い

が
減
る
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。日
々

の
生
活
や
仕
事
は
全
く
同
じ
な
の

に
、
そ
れ
を
具
体
的
に
書
面
を
作

り
締
結
し
た
だ
け
で
す
。
何
故
か
？

人
は
元
来
、
自
己
中
心
的
な
生

き
物
で
、
他
者
を
批
判
し
た
く
な

る
の
が
人
情
で
す
が
、
こ
の
制
度

を
活
用
し「
家
族
の
思
い
を
文
章
に

す
る
」、
そ
し
て「
そ
れ
を
第
三
者

が
承
認
す
る
」こ
と
で
、
家
族
の
間

に
不
完
全
な
が
ら
も「
認
め
合
う

心
」が
芽
生
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
お
互
い
の
立
場
や
考
え
方
、

生
き
方
も
含
め
て「
認
め
る
こ
と
」

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
重
要
な

ツ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
野
球
に
行
く
、
大
正
琴

に
行
く
、
旅
行
に
行
く
、
買
い
物

に
行
く
等
々
、
多
少
忙
し
く
て
も

お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
で
、
理

不
尽
な
イ
ヤ
ミ
を
言
わ
れ
ず
に
出

か
け
ら
れ
る
自
由
さ
は
と
て
も
嬉

し
い
も
の
で
す
。
想
定
外
の
良
い

効
果
を
実
感
し
ま
し
た
。

平
成
12
年
に
我
が
家
を
含
め
た

２
家
族
が
、
昭
和
村
で
初
め
て
の

家
族
経
営
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

当
時「
都
合
が
悪
い
こ
と
は
、
話
し

合
い
で
い
つ
で
も
変
更
で
き
る
」と

い
う
一
文
を
付
け
加
え
ま
し
た
が
、

実
際
は
な
か
な
か
見
直
し
で
き
ず

月
日
だ
け
が
経
過
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
回
、
農
業
委
員
会
の
後

押
し
も
あ
り
、
10
年
と
い
う
節
目

で
や
っ
と
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

再
締
結
に
際
し
、
中
学
１
年
と

小
学
１
年
の
二
人
の
娘
の
役
割
も

明
記
し
、
家
族
全
員
で
村
長
・
議

長
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
協
定
書
に
署
名
押
印

し
ま
し
た
。
娘
二
人
の
印
鑑
は
、

天
国
に
い
る
お
ば
ち
ゃ
ん
が
中
国

旅
行
に
行
っ
た
時
に
作
っ
て
く
れ

た
贈
り
物
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
調
印
式

に
参
加
で
き
た
こ
と
で
、
新
た
に

昭
和
村
で
農
業
を
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た

し
、
家
族
に
と
っ
て
も
記
憶
に
残

る
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

1010
年
ぶ
り
の
再
締
結

年
ぶ
り
の
再
締
結 

農
業
委
員　

綿
貫　

利
彦
（
鎌
沢
）
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視
察
し
ま
し
た
。
６
段
に
つ
ま
れ

た
ポ
ッ
ト
の
中
で
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
イ
チ
ゴ
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
だ
ん
だ
ん
ポ
ッ
ト
栽
培
の
利

点
は
、
①
作
業
の
軽
便
化
が
図
れ

る
、
②
お
い
し
く
、
健
康
・
安
全

な
機
能
性
、減
硝
酸
野
菜
が
育
つ
、

③
多
収
穫
が
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

収
穫
が
終
わ
っ
た
土
は
回
収
し
て
、

３
〜
５
年
か
け
て
再
生
す
る
そ
う

で
す
。
環
境
に
優
し
い
循
環
型
農

業
で
し
た
。

ま
た
、
山
の
頂
上
に
あ
る
有
機

茶
圃
場（
23 
ha
）を
視
察
し
ま
し
た
。

肥
料
は
す
べ
て
有
機
で
、
農
薬
も

な
る
べ
く
少
な
い
回
数
で
栽
培
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

宮
崎
市
に
向
か
っ
て
高
速
道
路

を
走
行
中
の
私
た
ち
は
、
宮
崎
・

鹿
児
島
県
境
に
あ
る
霧
島
連
山
・

新
燃
岳
の
噴
火
に
遭
遇
し
ま
し
た
。

噴
石
が
バ
ス
に
バ
チ
バ
チ
と
あ
た
る

音
と
、
噴
灰
に
よ
っ
て
道
路
の
視

界
が
数
メ
ー
ト
ル
し
か
見
え
な
い

状
態
が
数
キ
ロ
続
き
ま
し
た
。32
年

ぶ
り
の
噴
火
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
自
然
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
噴
火
に
よ
り
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

対
し
、
心
よ
り
御
見
舞

を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
一
日
も
早
く
元
の

生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
１
月
25

日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
、
九
州

方
面
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
長
崎
の
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
で
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

７
千
枚
を
使
っ
て
年
間
約
100
万
Kwh

（
一
般
家
庭
の
約
250
世
帯
相
当
分
）

の
電
力
を
発
電
し
て
い
ま
し
た
。

年
間
の
CO2
削
減
量
は
、
東
京
ド
ー

ム
約
40
個
分
の
森
林
の
吸
収
量
に

相
当
す
る
そ
う
で
す
。
こ
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
小
型
植

物
工
場
で
は
野
菜
栽
培
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
汚
水
を
リ
サ

イ
ク
ル
水
に
変
え
る
下
水
処
理
場

の
処
理
水
は
、
場
内
の
植
物
に
与

え
る
な
ど
、
川
や
海
に
流
さ
ず
、

す
べ
て
場
内
で
処
理
し
て
い
ま
し

た
。
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
は
、
地
球

環
境
に
配
慮
し
た
未
来
型
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ー
ク
で
し
た
。

２
日
目
は
、
㈱
昭
和
村
農
園

「
宮
崎
農
場
」
に
お
い
て
、「
だ
ん

だ
ん
ポ
ッ
ト
」
に
よ
る
ト
マ
ト
や

イ
チ
ゴ
の
「
だ
ん
だ
ん
農
法
」
を

農地を農地以外に利用する場合は許可が必要です農地を農地以外に利用する場合は許可が必要です
　農地を住宅用地や資材置場、駐車場、墓地、通路、
山林など農地以外の用地に転換することを農地転用
といいます。農地転用には知事の許可が必要です。
　農地転用の手続きには、次の２つのケースがあり
ます。
 農地法第４条許可申請 
　本人名義の農地を本人名義のまま農地以外のもの
に転用する場合に必要な申請で、農地の所有者が申
請します。
 農地法第５条許可申請 
　他人の農地を買ったり借りたりして農地以外のも
のに転用する場合に必要な申請で、農地の所有者と

利用者（買主・借主）の連名で申請します。
◎申請締切日
　毎月10日
　（ただし、土日・祝日の場合はその翌日）
◎申請・問い合わせ先
　昭和村農業委員会事務局（産業課内）
　☎２４－５１１１
※農業振興地域（農用地区域内）の農地は、転用許可
申請をする前に農用地区域からの除外申請が必要で
す。農業用倉庫建設にも、軽微変更申請が必要にな
ります。不明な点は農業委員会事務局までお問い合
わせください。

農
業
委
員
会
視
察
研
修
を
振
り
返
っ
て

農
業
委
員　

石
井　

銀
治（
南
内
出
）

 　福島第１原発事故に伴う群馬県のほうれん草と
カキ菜につきましては、３月21日より出荷制限が
行われていましたが、群馬県内では毎週の検査で
暫定基準値を３回連続で下回ったことから４月８
日に出荷停止が解除となりました。
　なお、今回の出荷停止に伴う補償についての具
体的な時期・方法などについては、未だに詳細が
不明確です。生産者の方は今後の補償手続に必要
と思われる証拠書類・写真などの保管・整理をお
願いします。
　昭和村における３月26日から４月１日までの野

菜類の検査は下記のとおり全て暫定基準値以下と
なっています。

群馬県産農産物の検査結果（第１回～第９回）より抜粋
暫定規制値

（ベクレル/kg）
Cs I Csは放射性セシウム、Iは放射

性ヨウ素を表す500 2,000

No 品目 栽培
形態

検査結果（Bq/kg）
Cs I Cs I Cs I

3月26日 3月29日 4月1日

1 ホウレンソウ 施設 163.1 644 84 180

2 アスパラガス 施設 2.41 6.56 

3 ウド 施設 検出せず 検出せず

4 フキ 施設 8.7 検出せず
分析機関：（独）農業環境技術研究所　（財）日本食品分析センター

だんだん農法によるミニトマトだんだん農法によるミニトマト

だんだんポットを使ったイチゴ栽培だんだんポットを使ったイチゴ栽培

放射性物質汚染に伴う農産物出荷停止が解除
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平成23年４月から「障害年金加算改善法」が施行されます

平成23年４月から「障害年金加算改善法」が施行されます

　これまでは障害年金を受ける権利が発生した当時に、受給権者によって生計を維持している配偶者やお子

様がいる場合で、障害等級が１級または２級に該当する方に加算を行っておりましたが、平成23年４月施

行の「国民年金法等の一部を改正する法律」により、障害年金を受ける権利が発生した後に、生計を維持す

ることになった配偶者やお子様がいる場合にも届出によって加算を行うことになります。

平成23年４月からは加算の範囲が拡大されます！

○ 平成23年４月１日より前において、受給権発生後に生計を維持する配偶者やお子様を有している場

合には、法施行時（※）から加算の対象となります。

　　※平成23年３月31日における生計維持関係を確認することとなります。

○ 平成23年４月１日以降において、受給権発生後に生計を維持する配偶者やお子様を有することと

なった場合は、その事実が発生した時点（※）から加算の対象となります。

　　※婚姻、出生等の事実が発生した日における生計維持関係を確認することとなります。

障害基礎年金制度の改正に伴い児童扶養手当の取扱いが変わります

このたびの法律改正により、障害基礎年金の子加算の範囲が拡大されることで、併せて障害基礎年

金の子加算の運用についても見直しが行われます。

児童扶養手当は、お子様が障害基礎年金の子加算の対象である場合は支給されませんが、平成23年

４月以降は、児童扶養手当額が障害基礎年金の子加算額を上回る場合においては、年金受給権者とお

子様の間に生計維持関係がないものとして取扱い、子加算の対象としないことにより児童扶養手当を

受給することが可能となります。

詳しくは下記の照会先までお問い合わせください。

○ 児童扶養手当と障害年金の子加算の間で受給変更ができる場合とは

　 両親の一方が児童扶養手当法施行令で定める障害（国民年金または厚生年金保険法1級相当）の

状態にあることで、配偶者に支給される児童扶養手当と障害年金の子加算で受給変更が可能と

なります。

○児童扶養手当と障害年金の子加算の間で受給変更ができない場合とは

　母子世帯や父子世帯の方は、児童扶養手当と障害年金の子加算で受給変更ができません。

◆お問い合わせ
【障害年金加算改善法について】
　　　・渋川年金事務所　０２７９－２２－１６０７
　　　・役場総務課住民係　０２７８－２４－５１１１（内線）115
【児童扶養手当額や児童扶養手当制度について】
　　　・役場保健福祉課福祉係　０２７８－２４－５１１１（内線）131
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お 知 ら せ

「旬菜館」の運営主体が替わりました
平成23年４月１日から農産物直売所「旬菜館」

の運営主体が法律改正による委託方法の変更に伴

う協議の結果、「昭和村農産物利用組合」から「昭

和村」に変更となり、村が直接運営することにな

りました。

利用組合の皆様におかれましては、平成10年か

ら、13年間という長い間、旬菜館を運営し、発展

させていただき感謝いたします。

今後は、直接村へ利用申請をしていただくこと

により、村民誰でもご利用いただけます。関係者

には後日、ご連絡させていただきます。

「道の駅　あぐりーむ昭和」の整備にあわせて、

旬菜館のさらなる発展に努力してまいります。

村
で
は
国
が
発
し
た
緊
急
情
報

を
受
信
し
た
場
合
、
緊
急
告
知
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
、
村
民
の
皆

さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。
こ
れ
ら

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）は
、
気
象
庁
や
消
防

庁
か
ら
の
大
規
模
災
害
情
報
や
武

力
攻
撃
事
態
な
ど
に
関
す
る
国
民

保
護
情
報
を
通
信
衛
星
を
通
じ
て

瞬
時
に
地
方
公
共
団
体
に
伝
達
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
へ
緊
急
情
報
を
伝

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

の
情
報
が
放
送
さ
れ
た
時
は
、
適

切
な
対
応
が
出
来
る
よ
う
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）４
月
か
ら
運
用
開
始

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
安
全
管
理
員
を
募
集
し
ま
す

　

小
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
活
用
し
て
、
放
課
後
に
子
ど
も
た
ち
と
共
に
様
々
な
活
動
を
行
う
「
放
課
後
子
ど

も
教
室
」。
こ
の
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
運
営
す
る
安
全
管
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ

ジ
ェ
イ

－

Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）と
は
？

役場に設置された
全国瞬時警報システム

員
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　

特
に
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
毎
週
参
加
で
き
な
く
て
も
、

参
加
で
き
る
と
き
だ
け
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

遊
ん
で
、楽
し
く
交
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

地
域
と
家
庭
と
学
校
、み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
、心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
昭
和
村
の
子
ど
も
を
育
て
ま

し
ょ
う
。

■
実
施
期
間　

平
成
23
年
５
月
か

ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
、
週
１
回

程
度（
※
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業

中
、祝
祭
日
は
除
く
）

　

村
内
で
は
、
東
小
・
南
小
・
大
河

原
小
の
３
校
で
そ
れ
ぞ
れ
「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

村
で
は
、
こ
の
「
放
課
後
子
ど

も
教
室
」
を
運
営
す
る
安
全
管
理

■
場
所　

東
・
南
・
大
河
原
の
各
小

学
校

■
実
施
時
間　

３
校
と
も
午
後
２

時
30
分
か
ら
４
時
30
分

■
謝
礼　

参
加
に
応
じ
て
謝
礼
を

お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

■
保
険　

普
通
傷
害
、
損
害
賠
償

責
任
保
険
に
主
催
者
負
担
で
加
入

予
定

■
申
し
込
み　

教
育
委
員
会
ま

で
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
事

務
局
☎
24

－

５
１
２
０　

24

－

５

２
１
３

■問い合わせ
　役場産業課　産業振興係
　☎０２７８－２４－５１１１（内線）１５２

増築中の旬菜館増築中の旬菜館
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３
月

被
災
地
に
向
け
広
が
る
支
援
の
輪

太
平
洋
三
陸
沖
を
震
源
と
し
て
、
３
月
11
日

に
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
。
村
内
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
向

け
様
々
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

村
で
は
「
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
結
ん
で
い
る
茨
城
県
取
手
市
に
向
け
、
震
災

の
翌
日
３
月
12
日
、
食
料
品
な
ど
の
救
援
物
資

を
載
せ
た
ワ
ゴ
ン
車
、
給
水
支
援
の
た
め
の
16

ト
ン
給
水
車
が
出
発
。
現
地
で
支
援
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
の
皆
さ
ん
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
３

月
17
日
か
ら
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
物

資
や
義
援
金
の
受
け
付
け
を
開
始
。
飲
食
料
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
紙
お
む
つ
な
ど
の
衛

生
物
品
、
毛
布
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
衣
類
な
ど

た
く
さ
ん
の
物
資
が
寄
付
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
物

資
は
群
馬
県
を
と
お
し
て
被
災
地
へ
送
ら
れ
た

ほ
か
、
村
内
に
避
難
さ
れ
た
31
人
の
方
々
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
各
行
政
区
よ
り
238
万
１
，
７
１

９
円
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
個
人
や

団
体
か
ら
も
数
多
く
の
温
か
い
気
持
ち
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
安
全
と
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
、復
旧
が
願
わ
れ
ま
す
。

取手市への救援物資を積み込む職員

給水支援を行った16トンの給水車

　

高
橋
政
男
さ
ん（
橡
久
保
北

部
）が
３
月
10
日
、
67
箱
の
小

鳥
の
巣
箱
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
卒
業
を
迎
え
る
各

小
学
校
の
６
年
生
に
使
っ
て
も

ら
お
う
と
、
高
橋
さ
ん
が
毎
日

少
し
ず
つ
手
作
り
で
制
作
し
た

も
の
。

　

な
お
、
寄
贈
さ
れ
た
巣
箱
は

後
日
、
村
教
育
委
員
会
を
と
お

し
て
村
内
の
各
小
学
校
へ
配
ら

れ
ま
し
た
。

　

東
小
学
校
で
は
３
月
17
日
に

手
渡
さ
れ
、
巣
箱
を
受
け
取
っ

た
６
年
生
の
児
童
た
ち
が
喜
び

の
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
が

 

小
鳥
の
巣
箱
を
寄
贈巣箱を受け取った児童たち（東小）

寄せられた義援金を受け取る加藤村長 皆さんから寄付された救援物資
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室
田
粂
策
さ
ん（
滝
久
保
）が

３
月
10
日
、
第
一
保
育
園
に
ピ

ア
ノ
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
室
田
さ
ん
が
保
育

園
の
園
児
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら

お
う
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。

　

ピ
ア
ノ
は
早
速
、
第
一
保
育

園
に
運
ば
れ
、
ひ
ま
わ
り
組
の

教
室
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
組
の
園
児
た
ち
は
、

運
び
込
ま
れ
た
大
き
な
ピ
ア
ノ

を
見
て
大
喜
び
。

　

寄
贈
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
は
、
園

児
た
ち
の
お
歌
の
時
間
や
給
食

を
食
べ
る
前
な
ど
、
毎
日
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

室
田
さ
ん
、
ご
厚
意
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

室
田
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
を

 

保
育
園
へ
寄
贈ピアノにあわせて歌う園児たち

竹
吉
団
長
夫
婦
に
消
防
表
彰

　

群
馬
県
消
防
大
会
が
３
月
17
日
、
県
庁
正
庁

の
間
で
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
表
彰
や
消
防
団

活
性
化
に
係
る
表
彰
、
消
防
防
災
功
労
知
事
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
竹
吉
弘
行
団
長
に
精
績
章
と
群

馬
県
消
防
防
災
功
労
知
事
表
彰
が
贈
ら
れ
た
ほ

か
、
竹
吉
団
長
の
妻
・
益
美
さ
ん
が
消
防
団
員

配
偶
者
と
し
て
、
消
防
団
活
性
化
に
係
る
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

竹
吉
団
長
は
昭
和
59
年
の
入
団
以
来
、
永
年

に
わ
た
り
村
消
防
団
活
動
に
取
り
組
み
、
平
成

22
年
か
ら
は
村
消
防
団
長
と
し
て
、
消
防
防
災

の
要
と
な
る
消
防
団
の
指
揮
者
と
し
て
尽
力
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
性
化
に
係
る
消
防
団
員
配

偶
者
表
彰
を
受
け
た
竹
吉
益
美
さ
ん
は
、
消
防

団
活
動
の
重
要
性
を
認
識
し
、
永
年
に
わ
た
り

夫
・
弘
行
さ
ん
の
消
防
団
活
動
を
支
え
続
け
て

き
ま
し
た
。

表彰状を手にする竹吉弘行団長

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
不
参
加
な
ど
を
国
会
議
員
に
要
望

村
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
）交
渉
不
参
加
へ
の
要
望
、
福
島
第
１
原
発

事
故
に
よ
る
農
畜
産
物
の
出
荷
停
止
や
風
評
被

害
防
止
な
ど
の
要
望
を
伝
え
る
た
め
に
３
月
29

日
、
東
京
都
衆
・
参
議
院
議
員
会
館
を
訪
問
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
の
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
、
地

域
経
済
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
高

い
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
不
参
加
を
求
め
る
要
望

を
群
馬
県
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し
て
行
っ
た

も
の
。

ま
た
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
福

島
第
１
原
発
事
故
に
よ
り
、
県
内
産
の
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
な
ど
の
農
作
物
か
ら
、
国
の
暫
定
基
準

を
上
回
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
出
荷
停
止

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
村
内
の
農
畜
産

物
の
早
期
の
出
荷
再
開
、
風
評
被
害
防
止
な
ど

の
要
望
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

衆
・
参
議
院
議
員
会
館
へ
は
、
加
藤
村
長
を

は
じ
め
村
議
会
議
員
、
農
業
委
員
ら
41
人
が
訪

問
。本

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
へ
の
甚
大
な

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
不
参
加

を
求
め
る
要
望
書
、
風
評
被
害
に
よ
る
出
荷
停

止
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
生
産
者
へ
の
補
償
、

早
期
の
出
荷
再
開
、
出
荷
停
止
の
解
除
の
際
に

は
消
費
者
へ
の
速
や
か
な
情
報
提
供
な
ど
を
求

め
る
要
望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ＴＰＰ交渉不参加などの要望を伝える加藤村長

表彰状を手にする
竹吉益美さん



私の男
桜庭一樹　著
文藝春秋

折り紙夢WORLD
（花と動物編）
川崎敏和　著
朝日出版社

　えっ、これが折り紙？
折る過程も楽しい不思議
な折り紙を紹介。50 工
程を経てできあがるロー
ズは本物そっくり ! 世界
の川崎ORIGAMI を体験
してください。

私の男
桜庭一樹　著
文藝春秋

マジック・ツリーハウス（10）
メアリー・ポープ・オズボーン著

食野雅子＝訳
メディアファクトリー

マジック・ツリーハウス（10）
メアリー・ポープ・オズボーン著

食野雅子＝訳
メディアファクトリー

「
色
々
な
仕
事
を
二
人
で
経
験
」

　
「
本
当
に
色
々
な
仕
事
を

二
人
で
経
験
し
た
」
と
言
う

の
は
、
高
橋
茂
吉
さ
ん
、
い

と
さ
ん
ご
夫
妻
。

　

農
業
を
営
ん
で
い
た
お
二

人
は
、
夜
に
な
る
と
荷
を

市
場
へ
運
送
す
る
仕
事
も
。

「
二
人
で
行
っ
た
り
、
子
ど

も
を
連
れ
て
行
っ
た
り
。
帰

り
道
で
の
東
京
見
物
が
楽
し

み
で
し
た
」
と
吉
さ
ん
。

　

他
に
も
、
会
社
に
直
談
判

し
、
工
事
現
場
に
飛
び
込
ん

だ
り
、
便
利
屋
と
し
て
様
々

な
仕
事
を
さ
れ
た
り
し
て
き

た
お
二
人
。
い
と
さ
ん
は
、

建
設
に
か
か
わ
っ
た
渋
川
市

の
幼
稚
園
で
子
ど
も
た
ち
が

遊
ん
で
い
る
所
を
見
か
け

「
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

　

そ
の
後
、
吉
さ
ん
は
道
路

公
団
に
入
社
。
昭
和
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
も
勤
務
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
お
二
人
の
趣
味
は

旅
行
。
最
近
の
楽
し
み
は
、

行
き
先
を
事
前
に
知
ら
せ
な

い
観
光
ツ
ア
ー
。
吉
さ
ん
い

わ
く
「
ど
こ
に
行
く
か
想
像

を
ふ
く
ら
ま
す
の
も
、
楽
し

み
の
ひ
と
つ
」
だ
そ
う
で
、

５
月
に
も
ツ
ア
ー
に
参
加
予

定
で
す
。

　

そ
ん
な
お
二
人
に
、
円
満

の
秘
訣
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
真
剣
な
と
き
は
お
互
い
言

い
合
い
も
本
気
に
な
る
。
押

し
た
り
押
さ
れ
た
り
、
ぶ
っ

つ
い
た
り
し
て
仲
良
く
な
る

も
の
」と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

「
大
き
な
ケ
ガ
や
病
気
も
な

く
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
て
本

当
に
幸
せ
」
と
50
年
を
振
り

返
る
お
二
人
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
お
幸
せ
に
。髙

たか

　橋
はし

　茂
しげ

　吉
きち

さん（72歳）
・入原上

　　　　い　とさん（74歳）
　　（昭和33年３月18日入籍）

　新婚さん、金婚を迎えたご

夫妻の登場者を募集していま

す。自薦・他薦は問いません。

皆さんどしどしご応募くださ

い。【問い合わせ】役場企画課

広報統計係☎２４－５１１１

（内線３２）

今 月 の
イチオシ
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村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

夜行観覧車
湊 かなえ（著）
双葉社

バカでも年収1000万円
伊藤 喜之（著）
ダイヤモンド社

ストーリー・セラー
有川 浩（著）
新潮社

江　姫たちの戦国
上・中・下

田渕久美子（著）
日本放送出版協会

　女の戦は生きること、本

日只今を生きること。戦国

の世の運命に翻弄された、

美しき浅井三姉妹の三女・

江。その波瀾の生涯。

「
お
互
い
理
解
し
合
い
こ
れ
か
ら
も
」

トワイライトⅣ最終章
ステファニー・メイヤー（著）/小原 亜美（訳）
ヴィレッジブックス

｢

苦
労
は
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
過
ぎ
て
み
れ
ば
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
50
年｣

そ
う

振
り
返
る
の
は
髙
橋
亨
雄
さ

ん
・
正
子
さ
ん
ご
夫
婦
。

沼
田
市
に
あ
る
宇
敷
木

材
に
昭
和
36
年
に
入
社
以
来
、

44
年
間
勤
務
さ
れ
て
い
た
亨

雄
さ
ん
。会
社
ま
で
は
毎
日
、

自
転
車
で
通
勤
し
て
い
た
そ

う
で
す
。「
会
社
に
入
っ
た

ば
か
り
の
頃
は
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
な
ど
の
機
械
が
な

か
っ
た
の
で
、
家
の
材
料
に

な
る
木
材
な
ど
を
肩
に
担
い

で
運
ん
だ
り
し
て
い
た
か
ら

大
変
だ
っ
た
ね
」
と
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

現
在
は
子
ど
も
た
ち
も

巣
立
ち
、
二
人
で
ゆ
っ
く
り

と
過
ご
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。そ

ん
な
お
二
人
に
趣
味

を
尋
ね
る
と
、
亨
雄
さ
ん
は

木
工
細
工
と
健
康
の
た
め
に

毎
日
歩
く
こ
と
。
特
に
木
工

細
工
は
、
一
つ
の
作
品
が
出

来
上
が
る
ま
で
に
三
ヶ
月
く

ら
い
か
か
る
そ
う
で
す
。
正

子
さ
ん
は
「
毎
週
木
曜
日
に

地
域
の
筋
ト
レ
体
操
に
参
加

し
て
、
み
ん
な
で
体
を
動
か

し
た
り
お
茶
を
飲
ん
だ
り
す

る
の
が
楽
し
み
な
ん
で
す
」

と
微
笑
み
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
お
互
い
の
兄
弟
た
ち
と
一

緒
に
行
く
旅
行
や
息
子
さ
ん

家
族
と
の
旅
行
も
お
二
人
の

楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

円
満
の
秘
け
つ
を
尋
ね

る
と
「
お
互
い
に
理
解
し
合

う
こ
と
」
と
言
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、

「
健
康
に
気
を
つ
け
、
こ
れ

か
ら
も
二
人
仲
良
く
過
ご
し

て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

髙　橋　亨　雄さん（75歳）
 ・上内出
　　　　正　子さん（72歳）
（昭和36年２月23日入籍）
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拝啓 昭和村…

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
・
・
・

　

戸
部
篤
君
か
ら
推
薦
し
て
頂
い
た
、
堤
瑞
輝
で
す
。
今
回
と
て

も
良
い
機
会
を
頂
い
た
の
で
、
今
ま
で
私
を
支
え
て
く
れ
た
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

や
は
り
一
番
苦
労
を
か
け
た
親
父
と
お
袋
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
感
謝
し
た
い
の
は
、
今
で
も
時
間
さ
え
あ
れ
ば
遊
ん
で
く

れ
る
地
元
の
友
人
、
高
校
時
代
の
友
人
で
す
。

　

み
ん
な
愉
快
な
人
た
ち
で
す
。
何
か
大
変
な
事
が
あ
っ
て
も
、

そ
ん
な
気
持
ち
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
、
ま
た
支
え
て
く
れ
る
私
の

か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

少
し
前
ま
で
は
皆
で
騒
い
で
ば
か
り
だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
で
は

仕
事
の
話
し
や
将
来
の
事
を
お
互
い
に
話
し
合
え
る
様
に
な
り
ま

し
た
。

　

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
け
ど
、
こ
の
よ
う
に
周
り
の
方
々
に
支
え

ら
れ
、
大
人
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
回
の
登
場
者
は
、
堤　

辰
徳
さ
ん（
22
歳
・
入
原
下
）で
す
。

堤
つつみ

　瑞
みず

輝
き

さん

（22歳・入原下）

とても家が近く、小学校の頃からよく遊んでいた友達です。

次回登場者紹介

中
なか

山
やま

　洋
よう

子
こ

さん（56歳）

出　身：東京都
在住地：群馬県前橋市
職　業： 群馬県災害ボラン

ティアぐんま理事、
群馬NPO協議会
幹事、村ふるさと
大使など

趣　味： 切り絵、ピアノ、
美術鑑賞、茶道

　このコーナーでは、村出身者や村にゆかりのある方からの村への
思いやメッセージを紹介します。

昭
和
村
と
の
出
会
い
は
20
数
年
前
、
子
ど
も
た
ち
二
人
が

ま
だ
就
学
前
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ク
ラ
ブ
と
い
う
県
内
農
業
青
年

の
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
、
蒟
蒻
畑
で
蒟
蒻
芋
掘
り

と
公
民
館
で
蒟
蒻
作
り
を
体
験
し
た
こ
と
で
し
た
。
こ
の
時
、

初
め
て
蒟
蒻
芋
を
見
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
の
方
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
北
海
道
の
よ
う
な
村
の
風
景
に
魅
了
さ
れ
、

何
度
と
な
く
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
丘
は
農
作
物
で

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
美
し
く
、
母
の
胎
内
と
同
じ
環
境

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
赤
城
の
山
懐
に
抱
か
れ
て
、
子
守
唄
の

よ
う
に
四
季
折
々
の
季
節
の
音
を
聞
き
な
が
ら
育
ま
れ
た
人

達
の
豊
か
さ
や
野
菜
の
美
味
し
さ
に
は
、
格
別
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

私
の
大
好
き
な
冬
の
花
火
。ま
だ
薄
ら
と
雪
を
頂
い
た
山
々

を
背
に
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
向
か
っ
て
行
く
径
の
両
側

に
あ
る
桜
の
凛
と
し
て
静
謐
な
心
地
よ
さ
。

昭
和
村
は
、
小
さ
く
て
も
輝
く
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
持
つ
自

立
し
た
村
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
誇
り
の
あ
る
村
に
住
ん

で
い
る
皆
様
が
羨
ま
し
い
で
す
。　

こ
れ
か
ら
も
、
昭
和
村
の
美
し
さ
と
人
々
の
温
か
さ
を
多

く
の
方
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に

昭
和
の
湯
に
つ
か
り
、
ま
さ
に
裸
の
お
付
き
合
い
を
今
で
は

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
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　第18回良い歯の子と育てた家族の表彰式が３月17

日、村公民館多目的ホールで開催され、34組の３歳

児とその家族が表彰されました。

　式では表彰者を代表して、高橋怜花ちゃん・愛樹さ

ん親子が加藤村長より表彰状と記念品を受け取り、唐

木景大君・直美さん親子が謝辞を述べました。

　式の後には歯科衛生士の皆さんが寸劇を行い、子ど

もたちに歯みがきの大切さを呼びかけました。

良い歯の子を紹介します（敬称略）　▶高橋怜花、星野
礼衣、星野叶実、石井大翔、高橋祭、石坂沙羅、加藤

さき、加藤真優、関上栞奈、阿部陽向、倉澤茉瑚、小

林百華、竹之内乙恋、武井美緒、横坂響、萩原のあ、

倉澤愛琉、唐木景大、錦織春風、関上斗羽、倉澤舞、

飯塚理穏、内海百々花、古澤杏樹、櫻澤にな、高橋俐

玖、田中友萌、吉野陽南子、倉澤千尋、フンティラ・

アケミ・ダエフ、中沢美佳、竹之内煌聖、小田桐侑乃、

松井快斗

良い歯の子とその家族を表彰

記念品を受け取る高橋怜花ちゃん愛樹さん親子

表彰された良い歯の子とその家族

謝辞を述べる唐木直美さん

　昭和村森林整備事業組合（小林孝一郎組合長）で

は２月23日、昭和の森山荘周辺の松の伐採を実施

しました。

　これは、同整備事業組合が村のための奉仕活動

として行われたもの。

　作業はおよそ１時間半にわたって行われ、参加

した組合員ら３人が高所で作業を行うための道具

を使い、松くい虫の発生した松の木を次々と伐採

していきました。

　昭和村森林整備事業組合のみなさん、ありがと

うございました。

昭和村森林整備組合が奉仕作業

奉仕作業を行う組合員

健康大学生31人が卒業
　健康大学の第１回卒業式が３月29日、村保健セ

ンター研修室で行われました。

　卒業式では、修了を迎えた健康大学生31人全員

に卒業証書が手渡されました。

　また、卒業生あいさつでは「栄養のバランスや

筋トレなど、健康に関することを学ぶことができま

した」や「皆と会えたことが一番良かった。これか

らは、筋トレに参加します」など、卒業生一人ひと

りが健康大学で学んだことや今後の目標を発表し、

卒業を振り返りました。

卒業を迎えた健康大学生
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　村内各小中学校・保育園では３月中、卒業式・卒園

式が行われました。

　昭和中学校では３月11日、70人の卒業生が加藤三

男校長より卒業証書を受け取り、３年間の思い出がつ

まった母校を旅立ちました。

　各小学校では３月24日に卒業式が行われ、東小学

校で18人、大河原小学校で６人、南小学校で32人が

凛々しい表情で、在校生の拍手を受けながら卒業。

　各保育園では３月26日に卒園式が行われ、第一保

育園で19人、第二保育園で14人、子育保育園で30人

の園児たちが慣れ親しんだ園舎を巣立ちました。

思い出を胸に新しい明日へ

「３月９日」を熱唱する卒業生（昭和中）

希望を胸に卒業（昭和中） 拍手で送られ卒業（南小） 卒園おめでとう（第一保育園）

　介護予防サポーター上級認定式が３月17日、保健センター
研修室で開催されました。
　認定式では、19人の認定者一人一人に加藤村長から認定
証が手渡されました。
認定者は次のとおり（敬称略）　▶阿部一三、飯塚ソノ、植草
久子、堤サク子、堀沢雅子、綿貫薫辰、角田晴美、根岸育江、
星野トミエ、山口セツ子、新木久子、新木二三以、高橋でん、
加藤久美子、林文代、堀照代、諸田兼子、諸田かつえ、須田
テル子

介護予防サポーターに19人を認定

上級認定を受けたみなさん
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■
分
別
の
注
意
点　

①
缶
類　

必

ず
良
く
洗
い
ア
ル
ミ
・
ス
チ
ー
ル

缶
を
分
別
す
る
、②
び
ん
類　

必

ず
良
く
洗
い
キ
ャ
ッ
プ
は
燃
や
せ

る
ご
み
・
燃
や
せ
な
い
ご
み
に
分

別
す
る
、③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　

必

ず
良
く
洗
い
キ
ャ
ッ
プ
は
燃
や
せ

る
ご
み
へ

昭
和
の
湯
よ
り

 

お
知
ら
せ

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

平
成
23
年
４
月
よ
り
昭
和
の
湯

の
営
業
時
間
は
、
年
間
を
と
お
し

て
午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

と
な
り
ま
す
。（
※
最
終
受
付
時

間
は
午
後
８
時
30
分
）

　

ま
た
、
ご
利
用
時
間
は
好
評
に

つ
き
６
時
間
と
な
り
ま
す
。
皆
さ

ま
で
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
昭
和
の
湯
」　

☎
０
２
７

８

－

２
０

－

１
１
２
６

昭
和
の
日　
　
　
　
　

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

総
務
課　

内
線
111

■
開
催
日　

４
月
29
日（
金
）

■
開
催
場
所　

公
民
館
多
目
的
ホ

ー
ル
及
び
駐
車
場

■
時
間　

午
前
10
時
〜
駐
車
場

　

行
政
相
談
は
、国
道
・
国
税
・
登

記
な
ど
の
国
の
業
務
、
国
民
年

金
・
生
活
保
護
な
ど
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
を
受
け
ま
す
。

　

相
談
を
受
け
る
行
政
相
談
員
は

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
有
識

者
で
す
。国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い

て
、困
っ
て
い
る
こ
と
や
、要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

■
開
設
日　

５
月
９
日（
月
）

■
開
設
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

■
場
所　

役
場
会
議
室

■
行
政
相
談
員　

後
藤
金
松
さ
ん

５
月
９
日（
月
）に　

行
政
相
談
所
を
開
設

総
務
課　

内
線
112

（
大
河
原
）

道
の
駅
の
名
称
が

「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」に
決
定

産
業
課　

内
線
151

　

村
で
は
、
農
産
物
直
売
所
「
旬

菜
館
」
を
中
心
施
設
と
す
る
道
の

駅
計
画
を
進
め
、
７
月
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
昨
年
12
月
か
ら

「
道
の
駅
」
の
名
称
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
村
内
外
よ
り
300
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
道
の
駅

の
名
称
は
愛
知
県
名
古
屋
市
在
住

の
小
寺
氏
か
ら
応
募
の
あ
っ
た

「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」
に
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

資
源
ご
み
の
分
別
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

産
業
課　

内
線
153

　

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
に
つ
い

て
、ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
が

一
緒
に
入
っ
て
い
た
り
、ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
び
ん
類
が
入
っ
て
い
る

の
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ
　犬の登録と狂犬病予防注射を右の表のとおり

行います。生後３か月以上の犬を飼っていて、

今年度に予防注射を未接種の場合には、必ず受

けさせてください。登録済の犬の場合、個々に

ハガキが送付されます。また、未登録の犬の場合、

会場で登録と注射を受けることができます。

■費用　登録済み　３,３００円、新規登録　

６,４００円

■注意事項　①釣り銭のいらないようにお金を

用意してください、②未登録・未注射・放し飼

い・捨て犬は違法です、③犬は制御できる人が

連れてきてください。

■問い合わせ　保健福祉課　健康係（内線132）

実施日 場　　所 時　　間

5／23（月）

永井住民センター 午前 9:00～ 9:30
入 原 公 民 館 午前 9:40～10:10
川額集落センター 午前10:20～11:00
地域活性化センター 午前11:10～11:50
三ツ谷住民センター 午後 1:10～ 1:40

5／24（火）

生越住民センター 午前 9:30～10:00
旧農協貝野瀬支所 午前10:10～10:50
東 小 学 校 前 午前11:00～11:40
保 健 セ ン タ ー 午後 1:10～ 1:40

5／25（水）

板 戸 集 出 荷 場 午前 9:30～10:00
赤 城 原 区 民 館 午前10:15～10:45
赤谷住民センター 午前11:00～11:30
追分住民センター 午後 1:00～ 1:30
大河原住民センター 午後 1:40～ 2:10
農 村 婦 人 の 家 午後 2:20～ 2:50
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クイズ
キャッ

チボー
ル

広
報 

文
芸

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

立
春
や
足
の
鍛
え
に
歩
を
の
ば

す 

藤
井　

三
代
子

黄
金
に
光
り
輝
く
福
寿
草

 

梅
沢　

ま
つ

春
立
つ
や
上
弦
の
月
屋
根
に
あ

り 

杉
木　

哲
二

軒
芝
を
割
っ
て
芽
を
出
す
福
寿

草 

大
河
原　

一
郎

日
だ
ま
り
の
二
月
の
土
に
触
れ

て
み
む
は
こ
べ
は
す
で
に
根
を

深
く
張
る 

板
橋　

き
み
江

暮
れ
そ
う
で
な
か
な
か
く
れ
な

い
春
の
日
に
と
う
ぎ
み
焼
餅
喰

み
し
日
思
ふ 

新
木　

た
き

や
っ
と
伸
び
し
術
後
の
白
髪
を

美
容
師
は
そ
っ
と
や
さ
し
く
染
め

て
く
れ
た
り 

阿
部　

ト
シ
子

親
知
ら
ず
の
海
辺
は
寄
す
る
波

の
泡
雪
か
と
紛
ご
う
煌
め
き
て

居
り 

和
南
城　

き
の
江

凍
み
に
耐
へ
根
長
く
張
り
し
冬

草
を
独
り
畑
に
休
ま
ず
毟
る

 

諸
田　

義
幸

あ
り
が
と
よ
い
つ
も
入
院
中
に

言
ひ
し
姑
眠
る
が
に
逝
き
て
も

う
十
三
年 

堤　

あ
さ
江

湿
り
雪
春
の
近
き
を
木
々
に
告

ぐ
ま
と
ひ
た
わ
む
る
枝
を
濡
ら

し
ぬ 

林　

郁
男

温
暖
化
は
是
か
非
か
庭
隅
の
水

仙
の
芽
雪
と
ぶ
今
日
も
少
し
伸

び
し
か 

新
木　

武
治

春
立
つ
や
八
十
路
に
登
る
登
山

口 

坂
田　

保
男

は
が
き
絵
に
桃
色
多
し
春
来
た

る 

真
下　

章
子

立
春
や
朝
早
々
に
紅
の
富
士

 

花
茂　

蚕
声

春
の
野
を
歩
く
夢
見
て
ま
た
眠

る 

新
木　

武
治

俳

句

短

歌

△

３月号のクイズの答えは、｢夢｣ でした。
応募総数は２通。当選者は次のとおりです
（敬称略）。おめでとうございます。

★見　城　俊　治（40歳）中　　　宿
★竹之内　愛　喜（８歳）伏　　　田

■もんだい
　いよいよ平成23年度がスタートしま

した。今月号では３月議会で承認され

た、平成23年度当初予算についてお知

らせしました。

　それでは問題です。平成23年度の一

般会計予算は「○○億６，１００万円」

でしょうか？

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選で
村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締め
切り＝５月２日（月）。

▲

発表＝「広報しょうわ」
５月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。
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手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

■
内
容　

赤
城
高
原
農
業
観
光
協

会
に
よ
る
催
し
物

■
時
間　

午
後
１
時
〜
多
目
的
ホ

ー
ル

■
内
容　

生
越
太
鼓
演
奏
、「
や
さ

い
王
国
昭
和
村
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
表
彰
式
、
保
育
園
児
・
コ
ー

ラ
ス
ア
ン
ダ
ン
テ
に
よ
る
合
唱

■
時
間　

午
後
３
時
〜　

多
目
的

ホ
ー
ル

■
内
容　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ジ
ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト

■
出
演　

塚
越
洋
子
さ
ん（
テ
ネ

シ
ー
ワ
ル
ツ
他
13
曲
）

塚越洋子さん

高
齢
者
は
『
お
金
』『
健
康
』

『
孤
独
』
と
い
う
３
つ
の
不
安

を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
悪
質
業
者
は
こ
れ
ら
の

不
安
を
言
葉
巧
み
に
あ
お
り
、

親
切
に
し
て
信
用
さ
せ
、
年
金

や
貯
蓄
な
ど
の
大
切
な
財
産
を

狙
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は
「
健

康
」
に
関
す
る
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

 

事
例 仮店

舗
の
よ
う
な
所
に
「
血

液
サ
ラ
サ
ラ
検
査
」
等
の
旗
を

立
て
て
、
通
り
が
か
っ
た
高
齢

者
に
「
血
液
大
丈
夫
で
す
か
、

無
料
で
調
べ
ま
す
よ
」
と
声
を

か
け
、指
先
か
ら
採
血
し
ま
す
。

そ
の
後
、
顕
微
鏡
に
つ
な
い
だ

パ
ソ
コ
ン
画
面
を
見
せ
「
あ
な

た
の
血
液
は
ド
ロ
ド
ロ
」「
寿

命
が
短
い
」
と
言
っ
て
不
安
に

さ
せ
、
商
品
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

を
は
め
さ
せ
ま
す
。
再
度
検
査

を
し
て
「
こ
れ
で
サ
ラ
サ
ラ
に

な
っ
た
」「
長
生
き
し
ま
す
よ
」

と
高
額
な
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
売

り
つ
け
ま
す
。
健
康
に
不
安
を

持
つ
心
理
を
た
く
み
に
突
く
悪

質
な
手
口
で
す
。

※
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

病
院
な
ど
の
信
頼
で
き
る
場
所

以
外
で
は
検
査
を
受
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
お
き
た
い
悪
質
商
法
の

手
口
と
対
処
法
④

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
が
増

え
て
い
ま
す
！



おまわりさんからのお知らせおまわりさんからのお知らせ
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広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

information

自
動
車
税
は
５
月
31
日（
火
）

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う　
　

◆
利
根
沼
田
県
税
事
務
所

　

自
動
車
税
は
、
道
路
の
整
備
だ

け
で
な
く
、
医
療
、
福
祉
、
教
育

の
充
実
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
を
確
保
す
る
た
め
の
財
源
と

し
て
大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
出
納
室
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
内
金
融
機

関
、
郵
便
局
、
県
税
事
務
所
、
自

動
車
税
事
務
所
、「
Ｐ
ａ
ｙ

－
ｅ
ａ

ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）」
対
応
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ
バ

イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
役
場
出
納
室
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
役
場
で
の
納
付
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

利
根
沼
田
県
税

▼
お
知
ら
せ

事
務
所　

☎
０
２
７
８

－

２
２

－

４
３
３
６
ま
た
は
、
群
馬
県
自
動

車
税
事
務
所　

☎
０
２
７

－

２
６

３

－

４
３
４
３

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に

地
デ
ジ
放
送
受
信
の
支
援

◆
総
務
省

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ま
だ
受

信
で
き
な
い
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
に
対
し
て
、
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
１
台
を
無
償
で
給
付
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
視
聴
で
き
る
環
境
に
あ
る

世
帯
に
つ
い
て
は
、
本
支
援
の
対

象
外
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
省　

地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０

－

０
２
３
７
２
４　

※
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
☎

０
４
３

－

３
３
２

－

２
５
２
５
ま

で
）ア

ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で

あ
と
半
年
を
切
り
ま
し
た

◆
デ
ジ
サ
ポ
群
馬

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
７
月
24
日

正
午
か
ら
、
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
の

「
お
知
ら
せ
画
面
」
に
移
行
し
、

24
時
ま
で
に
は
す
べ
て
の
放
送
が

終
了（
完
全
停
波
）し
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
間

に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
た
め
の
準
備
を
し
な
い
と
テ
レ

ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
た
め
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
対
応
の
受
信
機
と
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
が
必
要
で
す
。

　

受
信
機
は
、
新
た
に
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
を
購
入
す
る
ほ
か
、
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り
付
け

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

地
デ
ジ
の
準
備
に
あ
た
り
「
何

を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
や
「
テ
レ
ビ
を
買
っ
た

の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き

な
い
」
と
い
う
方
に
は
、
デ
ジ
サ

ポ
群
馬
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
デ
ジ
サ
ポ
群
馬
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://digisuppo.jp/

）

で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

デ
ジ
サ
ポ
群
馬

☎
０
２
７

－

２
０
２

－

１
１
０
０

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」　

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

◆
前
橋
地
方
法
務
局

　

前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日

（
昭
和
24
年
６
月
１
日
）を
記
念
し

　気もゆるみ、体もゆるむ春は、高齢者や子どもた
ちの交通事故が増えています。
　ハンドルを持つ手を引き締めて、安全運転に努め
ましょう。

 ◎高齢者の皆さんへ◎ 
○「止まる・見る・確認」運動の徹底
　歩行中に道路を横断する際は、
　　•まず、しっかり止まる
　　•しっかり周囲を見る
　　•しっかり安全を確認する
　を徹底しましょう。

○ ｢ピカピカ作戦｣ の実践

　暗い時間の外出には必ず、

　　•明るい色の服装と反射材

　を着用しましょう。

※ 昭和駐在所は、岡本警部補、毛利巡査長の２名が

勤務しています。

　今年度も村民の皆さんのご協力を得ながら、村の

「安心・安全な地域づくり」に取り組んで行きます。

よろしくお願いします。

◎高齢者、子ども見たら、注意モード運転◎
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特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じます。
◆日時：５月９日（月）、午後１時
30分～４時、◆会場：役場会議
室

こころの相談
　「眠れない」、「イライラして落ち
着かない」など、心に悩みを持つ
人はご相談ください。専門家が相
談に応じます。◆日時：５月６日
（金）、午後１時30分～（事前に電
話予約を）、◆会場：沼田保健福
祉事務所☎２３－２１８５

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時、◆相談専用電話：
☎０２７－２３１－４４８８

そうだんがいど

今・月・の・納・期
　国民健康保険税１期、介護保険料
１期、後期高齢者医療保険料１期、
保育料４月分、学校給食費４月分は、
５月２日（月）が納期です。納期内納
付にご協力ください。

わが村の人口

人　口 7,685人 （－11）
　男 3,803人 （－ ５）
　女 3,882人 （－ ６）
世帯数 2,311世帯 （＋ １）

※（　）内は前月比
４月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

窓
口
窓
口で

す
３
月
届
出
分

大
河
原

土つ
ち

澤ざ
わ　

由ゆ

空ら

ち
ゃ
ん

研　

一

真
由
美

さ
ん
の
子
２
月
25
日
生

上
内
出

髙た
か

塩し
お　

奈な

未み

ち
ゃ
ん

和　

男

ジ
ェ
ー
ン

さ
ん
の
子
３
月
１
日
生

追　

分

新あ
ら
　
い井　

弥み
　
く来
ち
ゃ
ん

健　

一

春　

美

さ
ん
の
子
３
月
17
日
生

吹　

張

田た

口ぐ
ち　

慈じ

人ん

く
ん

敏　

治

絵
里
香

さ
ん
の
子
３
月
25
日
生

う
ぶ
ご
ええええ

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

追　

分

星
野　

又
三
郎
さ
ん

91
歳　

２
月
28
日
没

吹　

張

新
木　

秋
雄
さ
ん

76
歳　

３
月
２
日
没

常　

木

松
井　

ユ
ウ
さ
ん

90
歳　

３
月
２
日
没

鎌　

沢

眞
下　

武
治
さ
ん

86
歳　

３
月
10
日
没

中
内
出

竹
吉　

洋
子
さ
ん

66
歳　

３
月
17
日
没

中　

組

加
藤　

登
美
子
さ
ん

90
歳　

３
月
21
日
没

て
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭

内
や
近
所
の
も
め
ご
と
な
ど
、
人

権
問
題
や
困
り
ご
と
で
悩
ん
で
い

る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

料
金
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し

に
な
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、

通
常
ど
お
り
前
橋
地
方
法
務
局
お

よ
び
各
支
局
で
電
話
相
談
等
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
所
日　

６
月
７
日（
火
）　

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分

▼
場
所　

昭
和
村
役
場

▼
問
い
合
わ
せ　

前
橋
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課　

☎
０
２
７

－

２

２
１

－

４
４
６
６

お
く
や
みみみみ

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※ 

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

FM  OZE行政情報番組
とれたて情報昭和村
放送日： 毎週土・日
　　　　午前９時50分～10時
タイトルコール：新中学一年生
　４月は「昭和の日」記念イベン
トの情報をお伝えします。

こ
ん
な
と
き
に
は

 

届
け
出
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
は
、
加
入
者（
被
保
険

者
）が
、
就
職
し
た
と
き
や
退
職
し

た
と
き
な
ど
、
次
の
よ
う
な
機
会

ご
と
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者

や
学
生
な
ど
）　

▼
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
た
と
き
…
勤
務

す
る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届

け
出　

▼
結
婚
な
ど
で
、
第
３
号

被
保
険
者
と
な
っ
た
と
き
…
配
偶

者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提
出
、

事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け
出

　

第
２
号
被
保
険
者（
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
）　

▼
退
職
し
た
と
き

…
本
人
が
市
町
村
国
民
年
金
担
当

係
へ
届
け
出　

▼
退
職
し
て
、
第

３
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
と
き
…

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
提

出
、
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届

け
出

　

第
３
号
被
保
険
者（
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

　

▼
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
た
と
き
…
勤
務
す

る
事
業
所
が
年
金
事
務
所
へ
届
け

出　

▼
収
入
増
、
配
偶
者
の
退
職
、

離
婚
な
ど
で
、
第
３
号
被
保
険
者

で
な
く
な
っ
た
と
き
…
本
人
が
市

町
村
国
民
年
金
担
当
係
へ
届
け
出

　

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額

さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
渋

川
年
金
事
務
所　

☎
０
２
７
９

－

２
２

－

１
６
０
７
ま
で
。
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